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下水環境の劣化に対するコンクリートの耐久性を向上します

防菌コンクリート

納入年施工場所事業主体 製品名 数量

2021年

ﾍﾞﾄﾅﾑ ﾊｲﾌｫﾝ市 ﾏﾝﾎｰﾙ1号 2基
宮城県 仙台市 現場打 345㎥
福岡県 鞍手町 推進管 186本

2022年

宮城県 仙台市 現場打 628㎥
三重県 三重県 現場打 69㎥
埼玉県 寄居町 ﾏﾝﾎｰﾙ1号 96基

2023年

宮城県 仙台市 現場打 141㎥
福井県 福井市 現場打 57㎥
広島県 東広島市 現場打 293本

2024年

大阪府 大阪府 現場打 29㎥
茨城県 水戸市 現場打 68㎥
島根県 松江市 推進管 136本

2025年
茨城県 茨城県 現場打 229㎥
広島県 広島市 現場打 58㎥

新技術・下水道用 低炭素防菌コンクリート

コンクリート製造時に「防菌剤」を添加することで下水道用コンクリートを
長寿命化します。

「防菌剤」と「低炭素セグメント®」を組み合わせ、硫酸劣化への高い抵抗性能と製造時のCO2

排出削減を両立させた低炭素防菌コンクリートの開発を大分市上下水道局と共同で行っています。
安藤ハザマグループのプレキャスト工場で防菌低炭素セグメント（CO₂排出量：従来比70%削減）
の試作に成功し、実用的な製造技術を確立しました。

ベトナムでの実証

国土交通省のWOW TO JAPANプロジェクトに採択され、ベトナムのマンホールへ適用しました。
現地の材料を用いて現地の工場で製造したマンホールが、日本下水道協会 JSWAS A-11
「下水道用鉄筋コンクリート製組立マンホール」の規格を満たすことを確認しました。
防菌剤の添加により、微生物試験から腐食に関与する菌の減少を確認しました。

防菌コンクリート施工実績（抜粋）

【防菌コンクリートの特徴】
・下水道特有の硫化水素環境で硫酸を生成する微生物を阻害し
ます。これにより、硫化水素50ppm以下の環境では腐食の進
行が1/4程度となります（対普通コン）。（下水道技術・審査証

明第2323号）

・取り扱いが混和材と同等で施工が簡単です。生コンプラント
に添加するだけなので、防食塗装の工期を短縮できます。

・コンクリート強度への影響がありません。

・コンクリート全体に防菌剤が分散しているので、長期間効果
が持続します。

・他微生物等（活性汚泥等）への影響を無視できます。
・これまでの使用実績は約20万トン以上です（防菌コン換算）。

防菌剤
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